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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成30年7月19日(2018.7.19)

【公開番号】特開2017-162957(P2017-162957A)
【公開日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-035
【出願番号】特願2016-45283(P2016-45283)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ  27/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ  37/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   1/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   15/02     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｆ   37/00     　　　Ｔ
   Ｈ０５Ｋ    1/18     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月11日(2018.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来、インダクタを固定部材に固定する構造として、特開２００４－２５３５０８号公
報に記載のものが知られている。上記文献には、固定部材としての回路基板に固定用の孔
が形成されており、また、インダクタにも固定用の孔が形成されており、固定部材の孔と
、インダクタの孔とに、ボルト、リベット等の固定部材を挿通させた状態で、インダクタ
と回路基板とを固定する構造が開示されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
（コイル１３）
　コイル１３は、図３に示すように、いわゆるエッジワイズコイルであって、例えば銅又
は銅合金からなり、扁平な矩形状の断面を有する帯状の平角線を、平角線の断面（形状）
の短辺側が内径面及び外径面となるように螺旋状に巻回して形成したものであり、エナメ
ル等の被覆が形成されていない裸の導体とされている。このコイル１３は、複数の円環状
のターン部１６と、外部と接続される一対の端子部１７とを有する。複数のターン部１６
は、同一形状（内径及び外径が同一）であって、上下方向に並んでおり、上下に隣り合う
ターン部１６が周方向に連なっている。複数のターン部１６により、コイル１３は、全体
として、上下方向に弾性変形可能となっている。
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